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くさの まさふみ

国土交通省中部地方整備局・中日本高速道路(株)名古屋支社・愛知県・沿線市（浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市）では、
「新東名（愛知県）開通効果検討会議」を設置し、新東名高速道路の開通効果について調査・検討を行っております。
また、同検討会議のホームページ（ http://www.cbr.mlit.go.jp/road/shintomei）において交通状況や開通効果などを適時報告して
いきます。

新東名高速道路（愛知県区間）の浜松いなさJCTから豊田東JCTまでの延長約５５kmが、

平成２８年２月１３日（土）に開通しました。開通後のストック効果※についてお知らせします。

今年のお盆期間は、新東名・東名とも渋滞なくスムーズな通⾏が可能

（１）並⾏する東名の渋滞が⼤幅減（渋滞回数が9割減）
（２）⻑距離輸送を⽀援（新東名の貨物⾞の９割は⻑距離利⽤）
（３）⾼速バスの定時性が向上（遅れ便数が3分の１に）
（４）沿線地域の観光活性化に貢献（⽇帰り圏域が2.1倍に）
（参考） 開通後の交通状況

※ストック効果：整備された社会資本が機能し継続的に発揮される、生産性向上等の効果



［ストック効果①］開通後の渋滞状況
別紙１
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○開通後３ヶ⽉間の渋滞※は、開通前の同時期に⽐べ、115回から7回と約9割減少。
○昨年度のお盆期間は、並⾏する東名で渋滞が発⽣（渋滞ワーストランキング 4位〜27位 ）
○今年のお盆期間は、新東名の開通により、並⾏する東名の渋滞発⽣予測はゼロ。

※ 渋滞の定義：交通集中により速度40km/h以下の状態が、1km以上（ＧＷ・お盆・年末年始は10km以上）かつ15分継続した状況。

■東名・新東名の開通後の渋滞回数〔３ヶ月間〕

１１５回

開通前

7回

開通後

9割減

1回

17回

うちGW期 うちGW期

■東名の渋滞状況（平成27年お盆期間）

三河港

新東名
高速道路

愛知県
静岡県

名古屋港

中部
国際
空港

岡崎IC

音羽蒲郡IC

豊川IC

豊田JCT

三ヶ日JCT

浜松いなさJCT

東名高速道路

8位
4位

20位

27位

⾄ 静岡市

⾄ 名古屋市
※H27お盆期間：平成27年8月6日(木)～8月16日(日)[11日間]
H28お盆期間：平成28年8月6日(土)～8月16日(火)[11日間]

※最大渋滞長31.5km：平成27年8月9日(月) 音羽蒲郡ＩＣ付近（下り）を先頭に渋滞が発生
出典：最大渋滞長・渋滞回数・所要時間・渋滞発生予測（中日本高速道路(株)資料）

今年のお盆期間は、
新東名の開通により、
東名の渋滞発⽣予測はゼロ。

昨年のお盆期間の
最⼤渋滞⻑ 31.5km
渋滞を通過する時間 77分

渋滞発生地点
最大渋滞長 31.5km

【平成27年お盆期間の渋滞ワーストランキング】

【三ヶ日JCT付近の渋滞状況】

※開通前（平成27年2月15日(日)～5月16日(土)[91日間])、開通後（平成28年2月14日(日)～5月14(土) )[91日間])
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○ 新東名開通後、移動距離の⻑い⾞両は、新東名利⽤に転換。
○ 特に、物流を担う貨物⾞は、⾛⾏性の良い新東名を利⽤。

［ストック効果②］新東名の開通により⻑距離輸送を⽀援
別紙２

出典 ETC2.0プローブ情報 対象区間：国道1号：本宿町沢渡交差点～岡崎IC西交差点、東名：三ヶ日JCT～豊田JCT、新東名：浜松いなさJCT～豊田東JCT
平均移動距離：対象区間を走行した車両の移動距離を平均（同一車両において、前後の計測時刻差が60分以上ある場合は別の移動距離として算出
開通前：平成27年3月1日～平成27年3月31日（平日）、開通後：平成28年3月1日～平成28年3月31日（平日）

■ 移動距離別の利⽤割合
＜開通前＞ ＜開通後＞

平
均
移
動
距
離
の
割
合

平
均
移
動
距
離
の
割
合

50km未満 50km～150km 150km以上平均移動距離 ：

50km未満 50km～150km 150km以上平均移動距離 ：

距離の区分：開通区間延長（55km）と、開通区間が繋ぐ都市、名古屋市～静岡市間の距離150kmから距離分けを設定

約7割が５０km以上の移動約7割が５０km以上の移動

■ 新東名高速道路を利用する輸送会社等の声

●輸送時間が20分程度短縮できることから、岐阜県（大垣付近）～静岡県（沼津付近）までの
輸送で新東名を利用している。（岐阜県内 輸送会社）

● ドライバーの労務環境が改善傾向し、運行時間の管理がしやすくなることから利用している。
（愛知県内 輸送会社）

出典：岡崎ＳＡアンケート調査 平成28年2月・ヒアリング調査 平成28年3月（国土交通省 中部地方整備局 名四国道事務所）
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約９割が５０km以上の移動約９割が５０km以上の移動

●関東まで行きやすくなり、道が走りやすいのでドライバーの体への負担が軽いため利用して
いる。（愛知県内 ドライバー）
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○ ＧＷ期間の東名の所要時間のバラツキが、約８０分短縮、時間信頼性が向上。
○ 中部国際空港と静岡県⻄遠地域を結ぶ⾼速バスでは、定時性が⼤幅に向上し、

遅れ便数が３分の１に。
○ 今年のお盆期間も、渋滞の⼤幅減で、定時性の向上が期待。

■ 中部国際空港ー浜松間の所要時間が安定

［ストック効果③］新東名の開通により⾼速バスの定時性が向上
別紙３

●定時性・速達性の向上により、運転手の負担も軽減しました。
●お客様からも「定時性が向上したので、今後も利用したい」との声を頂いています。

＜バス事業者（遠鉄バス）の声＞

出典：ヒアリング調査 平成28年5月（国土交通省 中部地方整備局 浜松河川国道事務所）

＜GW期間の到着実績＞

運行便数（便）

最
大
遅
れ
時
間
（
分
）

160

17

103便

138便

■ ＧＷ期間中の東名（御殿場JCT〜豊⽥JCT）下り線の時間信頼性が向上

出典 ETC2.0プローブ情報
サンプル数：御殿場JCT～豊田JCT間の全線（下り線）を走行した車両に加えて、単

一IC間のみの走行車両（音羽蒲郡IC～岡崎IC間のみを走行など）も含む
開通前：平成27年5月3日（日）～6日（水） 開通後：平成28年5月3日（火）～6日（金）

最大
約140分

短縮

遅れ便数が

３分の１に
遅れ便数が

３分の１に

145

231

152

＜GW期間の最大遅れ時間＞

渋滞を
見込んだ
無駄な時間

＜凡例＞

最頻値以上の平均

最頻値 下位10％

③②①
所要時間（分）

発
生
確
率

14
便

49便
H27
ＧＷ

H28
ＧＷ

③大渋滞に備え
て余裕を見込
んでいる時間

②平均渋滞時間

①走行時間

所
要
時
間
（
分
）

新東名ルート
約205km

東名ルート
約216km

開通前 開通後
東名ルート

新東名ルート

117

定刻 遅れ

■:③大渋滞に備えて余裕を
見込んでいる時間

■:②平均渋滞時間

■:①走行時間

約80分短縮

出典：遠州鉄道（株）遠鉄バスHPの空港直行バスe-wing「遅れま宣言キャンペーン」ゴールデンウィー
ク期間の結果について（H28.5.9掲載）より集計（集計対象：19便/日×8日間＝152便）
開通前：H27.4.29（水）～H27.5.6（水）［8日間］、 開通後：H28.4.29（金）～H28.5.6（金）［8日間］
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○ 奥三河地域への⽇帰り圏域（圏域⼈⼝）が約2.1倍に拡⼤し、周辺の観光客が増加。
○ ⻑篠合戦のぼりまつりでは、県外からの来訪者も増加。
○ 今年のお盆期間も、渋滞の⼤幅減で、観光客の増加が期待。

●新東名の開通により、東京方面や
関西方面の車両が増えました。

●「長篠合戦のぼりまつり」では、
午前中の早い時間帯から混み始め、
盛況でした。

＜長篠合戦のぼりまつりの来訪者の車籍地＞

出典：車籍地調査結果（H27：平成27年5月5日（火）、H28：平成28年5月5日（木））
出典：ヒアリング調査 平成28年5月（国土交通省 中部地方整備局 名四国道事務所）

［ストック効果④］新東名の開通により沿線地域の観光活性化に貢献
別紙４

県外からの

来訪が1.8倍

：愛知県外ナンバー
：愛知県内ナンバー
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■奥三河地域周辺の観光施設やイベントにおける来訪者数が増加
●長篠合戦のぼりまつり ●設楽原歴史資料館 ●浜松まつり ●浜名湖パルパル

＜新城市観光協会の声＞

新
東
名
（
愛
知
県
）
開
通

出典：ゴールデンウィーク期間中の観光交流客の入込状況（静岡県）
H27：平成27年4月29日（水）～平成27年5月8日（金）、H28：平成28年4月29日（金）～平成28年5月8日（日）

出典：設楽原歴史資料館 提供資料
H27：平成27年5月3日（日）～平成27年5月10日（日）
H28：平成28年5月1日（日）～平成28年5月8日（日）

出典：新城市観光協会 提供資料
H27：平成27年5月5日（火）
H28：平成28年5月5日（木）
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約1.2倍

■ 愛知県奥三河地域への⽇帰り圏域が拡⼤

奥三河地域（新城市、設楽町、東栄町、豊根村）からの最短所要時間
出典 民間プローブデータ 休日昼間12時間（7時～19時）平均速度 （開通前：平成26年4月25日～平成26年5月6日の休日、開通後：平成28年2月14日～平成28年2月29日の休日）

平成２８年２月１３日（土）開通

約５５km

伊勢湾岸
自動車道

新東名高速道路

愛知県

静岡県

中部国際
空港

岡崎IC

音羽蒲郡IC

豊田東JCT豊田IC

浜松いなさJCT

豊川IC

豊田JCT

三ヶ日JCT

渋滞の緩和により
利便性が向上

開通により
アクセス性が向上

岡崎東IC 新城IC

：開通前（90分圏域）
：開通後（90分圏域）

三重県

岐阜県

長野県

日帰り圏域人口

約2.1倍
（540→1,110万人）

浜松浜北IC

〈長篠合戦のぼりまつり〉

出典：新城市観光協会HP奥三河地域

新城市役所

設楽町役場

豊根村役場

東栄町役場

設楽原
歴史資料館

浜名湖
パルパル 浜松まつり

：奥三河地域
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新東名⾼速道路 開通区間の概要
参考１
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平成２８年２月１３日（土）開通
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伊勢湾岸自動車道

名古屋第二環状自動車道

豊田松平IC

豊田勘八IC

豊田藤岡IC

三
遠
南
信

自
動
車
道

愛知県 静岡県

＜開通区間の位置図＞
全体図全体図

伊勢湾岸
自動車道

東名高速道路

豊田東JCT

浜松いなさ
JCT

新東名高速道路

開通区間
L=約55km

開通済み区間
（平成24年4月開通）

平成32年度
までに

開通予定

岐阜県

愛知県

長野県

静岡県

山梨県

神奈川県

東京都

■新東名高速道路は、神奈川県と愛知県を結ぶ総延長約２５０ｋｍの高速自動車国道です。
平成２８年２月１３日の延長約５５ｋｍの開通により、
御殿場ＪＣＴ～豊田東ＪＣＴ間、約２００ｋｍ（連絡路除く）が開通しています。

【開通区間の概要】
道 路 名：新東名高速道路（第二東海自動車道）
開 通 区 間：浜松いなさＪＣＴ（静岡県浜松市北区引佐町東黒田）

～ 豊田東ＪＣＴ（愛知県豊田市岩倉町字山ノ神）
開 通 日 時：平成２８年２月１３日（土）１５時
延 長：５５．２ｋｍ
車 線 数：６車線／４車線（暫定施工時）

浜
松
い
な
さ
IC
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開通後の交通状況（交通量）
参考２

■周辺⾼速道路の断⾯交通量の変化

三河港
東名高速道路

Ａ

Ａ

伊勢湾岸
自動車道

開通済み区間 （平成24年4月開通）

約145km

愛知県

長野県

静岡県

神奈川県

【開通区間】
平成28年2月13日（土）開通

約55km

名古屋港

中部
国際
空港

日進JCT

せと赤津IC

：計測箇所

御殿場JCT
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焼津IC

静岡IC

Ｃ

Ｃ

①名古屋
断面

②開通区間

③静岡断面

音羽
蒲郡IC

豊田東JCT

豊田IC

新城IC岡崎東IC

浜松いなさJCT

藤枝岡部IC

新静岡IC

静岡SA
ｽﾏｰﾄIC

豊明IC

豊川IC

豊田JCT

三ヶ日JCT

名古屋
南JCT Ｂ

Ｂ

新東名高速道路 約200km

東名三好IC

豊田藤岡IC
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出典：交通量 ・新東名高速道路、東名高速道路、伊勢湾岸自動車道、東海環状自動車道：車両感知器による速報値の平均交通量（中日本高速道路（株）資料）
・国道1号、国道23号：車両感知器による速報値 （国土交通省中部地方整備局資料）

開通前（平成27年6月1日（月）～6月30日（火））、開通後（平成28年6月1日（水）～6月30日（木））の日平均交通量
※ 国道23号について、国道23号岡崎バイパス（西尾東IC～藤井IC）延長4kmの4車線化が平成28年2月26日に完成

全
車

平
均
交
通
量

②開通区間（Ｂ）①名古屋断面（Ａ） ③静岡断面（Ｃ）

※・新東名高速道路（浜松いなさJCT～豊田東JCT間）の平均交通量
・東名高速道路（三ヶ日JCT～豊田JCT間）の平均交通量

：高速道路

伊勢湾岸 東名 東海環状 国道23号 東名 新東名 国道1号 国道23号 東名 新東名 国道1号

交
通
量[

千
台/

日]

282 295

交
通
量[

千
台/

日]

148 158 144 148

断面交通量
約1割増加

断面交通量
約1割増加

東名

3割減

新東名
約5割

東名
約5割

新東名の
割合が増加

交
通
量[

千
台/

日]

約4割

約6割

79
87

交
通
量[

千
台/

日]

53 55
46 48

断面交通量
約1割増加 交

通
量[

千
台/

日]

交
通
量[

千
台/

日]

東名

5割減

新東名
東名で
交通を
分担

東名
約5割

新東名
約5割

新東名
約6割

東名
約4割

新東名の
割合が増加

約5割

約5割

大
型
車

平
均
交
通
量

新東名
東名で
交通を
分担

東名
約6割

新東名
約4割

■ 新東名⾼速道路（浜松いなさJCT〜豊⽥東JCT間）は1⽇あたり約36,000台が利⽤しています。
■ 隣接する名古屋断⾯(Ａ)では 断⾯交通量が約1割、静岡断⾯(Ｃ) では、新東名⾼速道路の断⾯分担率が

増加しました。
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新東名・東名⾼速道路の開通後の交通状況
参考３

■新東名⾼速道路（浜松いなさJCT〜豊⽥東JCT間）開通後の６⽉の平均交通量は、
約36,000台/⽇（平⽇：約35,300台/⽇、休⽇：約37,600台/⽇）でした。

新東名高速道路
開通前 開通後 増減率

全日 平日 休日 全日 平日 休日 全日 平日 休日

御殿場JCT～長泉沼津IC 38,000 37,100 40,500 40,700 39,700 43,700 7% 7% 8%

長泉沼津IC～新富士IC 40,200 39,500 42,100 44,100 43,500 45,700 10% 10% 9%

新富士IC～新清水IC 40,500 40,000 41,900 44,800 44,400 45,900 11% 11% 10%

新清水IC～新清水JCT 40,900 39,700 44,100 45,300 44,100 48,300 11% 11% 10%

新清水JCT～新静岡IC 37,100 36,500 38,700 41,500 41,100 42,700 12% 13% 10%

新静岡IC～静岡SAｽﾏｰﾄIC 35,600 35,100 36,700 40,800 40,400 42,000 15% 15% 14%

静岡SAｽﾏｰﾄIC～藤枝岡部IC 35,700 35,100 37,400 41,200 40,800 42,300 15% 16% 13%

藤枝岡部IC～島田金谷IC 35,100 35,000 35,600 40,300 39,900 41,300 15% 14% 16%

島田金谷IC～森掛川IC 34,900 34,200 36,800 40,200 39,600 41,700 15% 16% 13%

森掛川IC～浜松浜北IC 33,900 33,300 35,300 39,900 39,500 41,000 18% 18% 16%

浜松浜北IC～浜松SAｽﾏｰﾄIC 35,900 36,200 35,100 44,900 45,200 44,000 25% 25% 25%

浜松SAｽﾏｰﾄIC～浜松いなさJCT 31,900 31,800 32,200 43,800 43,500 44,600 37% 37% 39%

浜松いなさJCT～新城IC
【平成28年2月13日（土）開通】

- - - 34,600 34,200 35,700 - - -

新城IC～岡崎東IC
【平成28年2月13日（土）開通】

- - - 35,700 35,000 37,600 - - -

岡崎東IC～豊田東JCT
【平成28年2月13日（土）開通】

- - - 37,400 36,700 39,100 - - -

引佐連絡路
（新東名-東名

連絡路：浜松市）

浜松いなさJCT～
浜松いなさIC

36,100 36,000 36,100 8,400 7,900 9,800 -77% -78% -73%

浜松いなさIC～
三ヶ日JCT

33,600 33,400 34,100 8,500 8,000 9,800 -75% -76% -71%

清水連絡路
（新東名-東名

連絡路：静岡市）

清水JCT～
清水いはらIC

8,700 8,300 10,000 9,000 8,500 10,400 3% 2% 4%

清水いはらIC～
新清水JCT

8,900 8,300 10,400 9,300 8,800 10,700 5% 5% 3%

出典：交通量 ・新東名高速道路、東名高速道路：車両感知器による速報値の平均交通量（中日本高速道路（株）資料）
開通前（平成27年6月1日（月）～6月30日（火））、開通後（平成28年6月1日（水）～6月30日（木））の平休別日平均交通量

東名高速道路
開通前 開通後 増減率

全日 平日 休日 全日 平日 休日 全日 平日 休日

三ヶ日JCT～豊川IC 68,400 67,700 70,300 39,600 39,400 40,200 -42% -42% -43%

豊川IC～音羽蒲郡IC 78,900 79,000 78,700 49,500 50,000 47,900 -37% -37% -39%

音羽蒲郡IC～岡崎IC 92,400 92,600 91,900 64,000 64,500 62,700 -31% -30% -32%

岡崎IC～豊田JCT 102,900 103,200 101,900 74,000 74,700 72,200 -28% -28% -29%


